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熊本県歯科医師会

会長　浦ｍ　健二

『塘域包括ケア研修會』開催のお知らせ

平素より本会台務ほ営にごミ解とご協力を賜りJ享く御ﾈL串し上げます。さて、熊本県の回復期
Ｅ科歯科達携・Ｒ事業のー環としてや回・画したほ修会は、まんのうIT■保造日ﾖ歯科な療所でご
ほ躍の歯科衛生士九岡Ｅ紗先まを講師にお招きしました。「連携とは、地な包括とは何か」を改
めて考えさせられるご講演です。
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・平成３１年3J1　6日（水）午後フ時牛～９時

４熊本県歯科【！師会館　４Ｆホール（受講料無料）

・「ｔ域包括ヶアにSｕperＤｅｎtistもSｕperHygieniStも

要らない！」～すべての｛圭民をﾏrる、「ｔ４ま携」を目ｍして～

・丸岡　Ｅ紗先生（・Jllｓま/らのう田ＴｍＲＭ康保Ｒき田匹ぼ療所まれ衛圭士）

１歯科Ｅ師、歯科衛生ｔ、そのｔ■療従事者
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「歯磨きおばさんにはなりたくない！」

私は学を時ｲtからずっと。そうぞっていました。訪問にＭわるなら、｜

下訓練や全身のリスク管JIなど、自その力で何でもできる「スーパーハ

ジニスト」を目指さなければならない！と。しかし個人のスキル自］上にこ

だわるあまり、いつしか本来目指すべきゴールがわからなくなってしまい
ました。

私が勤める歯科診療所があるのは、県rﾇl一のａ疎ｔ４です。歯科Ｅぽの

口手びかけで「琴南のを宅Ｅ療介護の連絡台」を立ち上げたものの、そこに

集まったのはちょっと変わった（７）人たち。なたを持って訪問するヘル

パーさんや、－人暮らしの高齢者の布回を干す薬剤師、詐欺師を追い払う

ＲＭのお弁肖屋さん。彼らに感化され、気づけた。地なでは、「Ｋ療者がｲ圭

Ｒのを活に合わせる」ことが必要なのです。加なさ括ケアとは、rすべてのｲ圭Ｒを地なのＳいつながりで守る

こと」です。難しく考えることも、むやみに自みの専Ｍ性をアピールすることもありません。Ｅ疫職がでし

４やばると、なぜかうまくいかないのです。た域ま携に必要なことは、皆が同じ気持ちを持ち、皆が回じ方[白]
４を[白]くこと。ただそれだけでj1いのです。
歯科は普段、健康なｲ圭Ｒと接しているという強みがあります。われわれはこれまでお療までｊくのフレイ

ｉル高齢考に出会い。その原因はＮい物困難や孤食など「社会性の低下」にあることに気付かされました。ロ　｜
・腔機能のみに蕭目して解決を回ろうとしても、うまくいくはずがないのです。ｍをわれわれの地域では、え

1気高齢考の「得意」をきかしながら、ｔなま携でその解決に挑んでいます。これからの人口減少社会をまり　｜
切るためには、地域包括ケアを「１職種２携」だけでなく、「異業種４携」や「住民主体」などに・Ｒさせることが求められます。それらを牽回|していくことが、歯れに求められる本来の役割なのかもしれません。　｜
―緒に考えながら（そして時４笑いながら）．Ｍいていただければ幸いです。ｌ　　　ｓ　ｅ　゛ｓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まんのうmT国Ｒ保険造ｍ歯科診療所';
、　心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯手4衛ま士　丸岡　Ｅ紗↓ネｊ．ＬＬ二－|"･;－４"･"↓”や９１万4J ・４ ～ ‐ごＴこご二ごごて14，

Ｘ裏ＳのFAX申5き書にて熊本ほ歯れ医師会までお串しiきみください。
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熊本県歯科■師会金子ぞi

(FAX:096-343-0623)※番そはお『MI違えのない様にお願いいたします。
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職　　　　種
参加者ＲＩ

(参加者を員のおも前をご記載ください)

ｼﾞ(ﾐ修了証は受講された後に交付いたします。

※駐車場は台数にほりがありますので、ｌ来るだけむ共の交ａ機関をご利用ください。

ｘ本会館の駐車場についてrアクセスマップ」はこちら　⇒ 回
｀
ｇ


